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ElastoSens™ Bioは、既存の機器では測定が困難であったソフト

マテリアルなどの柔らかい物質の粘弾性特性を非破壊・非接触かつリ

アルタイムに評価、分析することが可能なベンチトップの装置です。例

えば、凝固過程の血液、止血剤、3Dプリントされた足場、ヒドロゲル

のようなサンプルの粘弾性を測定することが可能です。一般的なレオ

メーターやDMA(動的器械分析)装置とは異なり、同一のサンプルの

変化(ゲル化、膨潤、消化、分解等)を長期的に分析することが可能

です。サンプルは取り外し可能なサンプルホルダー(特許取得済み)に

保持され、測定時以外はインキュベーター等に戻すこともできますので、

細胞を含むサンプル、生体サンプルなどの分析にも活用できます。一

部オプションとなりますが、温度制御システムや、光刺激システムの搭

載も可能なため、さまざまな環境制御を行うことも可能です。別売り

のμボリュームサンプルホルダーを使用することで、少量サンプルの粘弾

性特性の測定もできます。

ElastoSens™ Bioとは

ソフトマテリアル用粘弾性解析装置
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1.サンプルのロード 2.振動・測位 ３.データ処理・表示

底部に柔軟な膜を備えたサンプルホルダー

(特許取得済み)にサンプルをロードします。

サンプルホルダーに振動が与えられ、膜の

変位、サンプル高さの変化をセンサーが捉

えます。

膜の粘弾性特性やサンプル量といった既

知のパラメーターと独自のアルゴリズムを使

用して、サンプルの粘弾性特性が導出さ

れます。
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アプリケーション例

ヒドロゲルの開発 – 組成検討の迅速化、制御された温度/光/不活化ガスの条件下でのゲル形成、安定性、

分解試験に

細胞工学 – 壊れやすい生体材料の粘弾性試験、装置を無菌環境(クリーンベンチ等)へ設置することによる

細胞を含んだ材料の無菌条件下での解析

3Dバイオプリンティング – バイオインクの架橋時挙動解析、組成検討、構造の最適化、サンプルホルダー内

に直接プリントした足場材の変化の解析
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技術仕様

ElastoSens™ Bio

測定項目・測定範囲 - 貯蔵弾性率（G‘）：1 Pa～1 MPa（再現性：±1％）
- 損失弾性率（G”）
- 複素弾性率（G*）
- 損失正接（tan δ）：0～1（再現性：±1％）
- サンプル高さ：1.0～20.0 mm（精度±0.20 mm）
*貯蔵弾性率（G'）が500Pa未満の場合、貯蔵弾性率（G'）のみ測定可能

サンプル容量
〔通常の使い捨てサンプルホルダー〕0.35～7.0 mL *測定サンプルの貯蔵弾性率（G‘）に依存
〔μボリュームサンプルホルダー〕200～400 μL

光刺激システム光源波長
〔標準〕 設定なし
〔オプション〕 365 nm、385 nm、405 nm

チャンバー温度制御範囲
〔標準〕 室温＋2℃～50℃（精度：±0.1℃）（加熱）
〔オプション〕 4℃～70℃（精度：±0.1℃）（加熱冷却）

チャンバー温度制御モード
- 温度制御なし
- 一定温度
- カスタム（ステップ数、各ステップの温度、ステップ間の温度上昇/下降速度のプログラム）

設定可能な測定間隔 2秒～60分

設定可能な総測定時間 10秒～240時間

外径寸法
〔本体〕 230［w］×508［d］×268［h］ mm
〔タブレットPC〕 245[w］×175［h］×8［t］ mm

重量 〔本体〕 16kg

電源 100-240VAC、50-60Hz

価格

【ご注意】 製品仕様は2023年7月時点のものであり、改良等の理由で予告なく変更される場合があります。本製品は試験研究用です。

サンプルホルダー

サンプルホルダーは、通常のディスポタイプサンプルホルダーと、少量サンプル向けの再利

用可能なμボリュームサンプルホルダーの2種類があります。

【通常のディスポタイプサンプルホルダー】

底部に柔軟な膜を備えたディスポタイプ（使い捨て）のサンプルホルダーです。測定サ

ンプルの貯蔵粘弾率(G’)にもよりますが、0.35～7.0mLのサンプル量に対応していま

す。測定時以外はインキュベーター等で保管し、同一サンプルの長期測定をすることも

可能です。

【μボリュームサンプルホルダー】

サンプル量が制限される用途向けに特別に設計された製品です。オートクレーブ可能な

ため再利用が可能です。12ウェルプレートとの互換性があります。※本サンプルホルダー

の使用には使い捨てのサンプル保持スプリングが必要です。

製品名・概要 税別価格 品番

ElastoSens™ Bio 基本構成 お問い合わせ F-RH-ESB

光刺激システム

サンプルに特定波長、強度の光を照射する機能

波長365 nm / 385 nm / 405 nm（カスタマイズ可）【後付不可】

お問い合わせ F-RH-ESB-PS

精密温度制御システム

チャンバー温度制御範囲：4℃～70℃（基本構成では室温+2℃～50℃）【後付不可】
お問い合わせ F-RH-ESB-WTC

ディスポタイプサンプルホルダー（96個入） お問い合わせ F-RH-ESB-HLD96

μ-ボリュームサンプルホルダー（3個） お問い合わせ F-RH-96007

μ-ボリュームサンプルホルダー用サンプル保持スプリング（160枚） お問い合わせ F-RH-30310
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